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Abstract
　The population of Japan is decreasing because of a low birthrate and aging. 
This is particularly remarkable in rural districts. It might seem odd to use 
sports to arrest this trend, but I use the example of Sano City, in Tochigi 
Prefecture which has established itself as the home of cricket in Japan.
　Upon going to the field and interviewing the people responsible, I found the 
situation charming because of the cricket competition, and sensed that people 
found it even more charming because of globalization and the fact that it is a 
new sport.
　Establishing a new sport requires passionate people who can unify citizens 
and influence government. Thus Japan's only international cricket ground was 
established.
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Ⅰ．はじめに
　日本の人口は、戦後の第 1 次ベビーブーム（1947～1949 年）、いわゆる団塊の世代や第 2
次ベビーブーム（1971～1974 年）などを経て、一貫して増加傾向であった。しかし 2008 年
にピークに達した以降は減少傾向にあり、特に地方では高齢化が進んでいる我が国におい
て若年人口だけでなく高齢者人口ですら減少している地域もあるなど、都市部よりも人口
減少が深刻となっており、地域経済の縮小、衰退につながっている。「国土交通白書 2015」１）

では、「2040 年には 896 の市区町村において若年女性（20-39 歳）人口が半分以下となり、
これらの市区町村は消滅する可能性がある」と書かれている。

＊　ほりごめ　こうじ：大阪国際大学人間科学部講師〈2019. 9. 20 受理〉
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　1980 年代後半のいわゆるバブル経済の頃は地方から東京を中心とする関東圏への転入
超過数が増加した。バブル経済が崩壊した 1990 年代前半には人口移動は一時減少したが、
1990 年代半ばには、地価の下落や住宅ローン金利の低下等を受け、再び東京圏への人口移
動が増加した。その後、2008 年のリーマンショックや 2011 年の東日本大震災の影響によ
る一時的な下落傾向はあるものの、近年では東京圏へ人口移動が再び集中する傾向が強
まっているのが現状である。
　内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局が 2017 年に発表した「地方創生をめぐる現
状と課題」２）では、地方と大都市の人口減少の構造的要因として、①三大都市圏、特に東京
の出生率は極めて低い、②地方から三大都市圏への若者の流出・流入と低出生率が人口減
少に拍車、の 2 点が指摘された。
　地方活性化や地方創生の掛け声のもと、多くの自治体が地域活性化のための各種施策を
推進しており、雇用の創出はその中でも特に大きなウェイトを占めている。多くの魅力的
な仕事を作り出すことで人を呼び、人口減少に歯止めを掛けることを各自治体は実際に行
なっている。

　栃木県佐野市は、県南西部に位置する地方都市の一つである。2018 佐野市統計書３）によ
ると人口は約 11.7 万人で、足利市に次いで県内第 5 位の人口規模である。近年は名物の佐
野ラーメンやアウトレットモール「佐野プレミアム・アウトレット」で有名であろう。も
しかしたら 2013 年に実施された「ゆるキャラグランプリ 2013」で前年 4 位の「さのまる」
が見事グランプリに輝いたことのほうが一般的には認知度が高いかもしれない４）。
　一方で、先述したように佐野市も例外ではなく人口減少問題という深刻な問題を抱えて
いるのも事実である。佐野市の人口は 1990 年より減少傾向が継続しており、佐野市が発刊
した「佐野市人口ビジョン」５）によれば 40 年後の 2060 年の佐野市は約 6.7 万人といわれ、
現在の約半分である。これは労働人口の減少、市場の縮小につながるだけではなく現役世
代への負担の増加へとつながってしまう。なぜなら生産年齢人口の減少による市の税収が
減り、高齢化により社会保障関係費の増大など税支出が増大するからである。そのために
もなんとかしてこの人口減少を止めなければならない。
　その佐野市において、今から 12 年前の 2007 年、日本クリケット協会本部の事務局機能
が佐野市内に移転されたことをきっかけに、佐野市はクリケットに注目した。以来、佐野
市では地域住民、行政、地元企業一体となってクリケットによるまちづくりを進めている。
なぜ佐野市はクリケットを選んだのか、そしてこの取り組みがいかに佐野市の地域問題に
寄与しているのか。そしてクリケットがまちづくり、地域創生にいかに貢献しているのか。
これらを検証していきたい。

Ⅱ．クリケットという競技
　クリケットは日本国内ではマイナースポーツの部類に入るが、世界規模でみれば英国、
オーストラリア、南アジアなどの英連邦諸国を中心に 100 か国以上でプレーされており、
総競技人口がサッカーに次ぐ第２位のスポーツと言われている。日本では想像がつきにく
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いが、人気競技ゆえに世界最高峰のインディアン・プレミアリーグ（IPL）のトッププレー
ヤーは 30 億円を超える年俸を受け取っている。
　さらに世界的なトピックとしては、2022 年にイギリスのバーミンガムで開催されるコモ
ンウェルスゲームズ（Commonwealth Games）で女子クリケットが正式競技になったと
2019 年 8 月に発表された６）。英連邦の属する約 50 の国と地域から約 70 チームが参加する
世界的な総合スポーツ競技会であるこのビッグイベントにクリケットが採用されたことは
この立場の変化を表すもので、2028 年ロサンゼルスオリンピックでの採用への弾みとなる
ことが期待されている。
　クリケットは各チーム 11 人で試合が行われる。打者は楕円形のグラウンド中央にある打
席で、野球とほぼ同じ大きさのボールを板状のバットで打つ。その際、野球と違って 360
度どの方向に打ってもよい。「ウィケット」と呼ばれる３本の棒が投手付近と打席付近にあ
り、打者が打った後、打者は投手付近の、走者は打席付近のウィケットに走り、両者がセー
フだと１点獲得となる。守備陣が捕球してどちらかのウィケットにタッチするまで、打者
と走者はウィケット間を何度も往復して得点を重ねることが出来る。守備側が打球をフラ
イで捕ったり、打者が空振りして球がウィケットに当たったりするとアウト。原則的に投
手に球数制限があり、多くの場合、5 人以上が投手を務めることになる。10 アウトを取る
か、規定投球数に達すると、攻守が入れ替わるが実際攻守を行なうのは１回ずつとなって
いる。
　正式な試合では、各チーム 120 球ずつの形式（T20 形式）と、300 球ずつの形式（ワン
デー形式）が主流となっている。試合時間は、T20 形式で約 3 時間、ワンデー形式で約 7
時間になる。ジュニアの試合では、36 球ずつの形式などもあり、試合時間も 45 分程度で
ある。

写真１　クリケットの試合の様子（日本クリケット協会 Facebook より）
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　そのクリケットだが、日本クリケット協会によると日本における 2018 年の競技人口は約
3,500 人と、まだまだ多いとは言えないが、この 3 年で 1,000 人ほど増加している。その背
景にあるのが外国人住民の増加だ（図１）。クリケットは先述したように英国やオーストラ
リアのほか、インドなど南アジアでも盛んで、政府の統計によると 2018 年 6 月末時点の日
本在留インド人は 2013 年から 50％増加、バングラデシュ人は 72％、パキスタン人も 43％
増えている。

　この 4 か国だけで 2016 年からの 2 年間で約 2 万 3000 人が増加している。クリケットが
盛んである英国連邦全てを入れればこの数字をさらに上回ることは明白である。日本でま
だまだマイナーと言われるスポーツであるクリケットが日本という国で受け入れられる土
壌が少しずつではあるが整えられつつあるのだ。

Ⅲ　佐野市における「スポーツにおける地方創生」の草創期
　1．佐野市とクリケットの出会い
　2007 年、佐野市に日本クリケット協会佐野支部が設置された。2011 年に足利大学で行な
われた「地域活性化社会システム論講演」８）で協会の宮地直樹事務局長は当時を以下のよう
に語っている。

「まずは地域を限定しながら、その地域のなかで継続してクリケットをプレイできる環境を
つくっていくというやり方を始めた。そのなかで、まずは関東のなかでクリケット人口が
比較的多いという背景の中から、関東でしっかりとした確立したスポーツにしていきたい
と。そのまず手初めてとして、東京の周辺、東西南北に拠点をつくり地域に密着した形で
の拠点をつくっていきたいと。そのなかで最初に目を付けたのが北関東だった。群馬県に

図１　クリケットが盛んな主な国別在留外国人（単位：人）
出典：法務省「在留外国人統計（旧登録外国人統計）統計表」７）より抜粋
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は 10 年前ぐらいからクリケットを普及している団体があったから」
　そういう思いから当時の人的つながりもあり市長や地元企業の方々にクリケットを知っ
ていただく機会があり、そこで興味を皆さんに持ってもらったということから佐野市での
普及を進めていくことになったという。ここから佐野市とクリケットの関係が急激に変化
していくことになる。

　2．当時の日本におけるスポーツ施策の背景
　2010 年に「スポーツ立国戦略」が策定され、全ての人々のスポーツ機会が確保できる環
境整備やトップスポーツと地域スポーツの好循環の創出、社会全体でスポーツを支える基
盤の整備など日本における基本的な考え方が明らかになった。そして翌年の 2011 年には新
たに「スポーツ基本法」が制定、さらには 2012 年には観光立国推進基本計画が閣議決定さ
れ、観光立国の推進を担う MICE＊１産業の競争力強化にスポーツツーリズムの活用が盛り
込まれた。もう一つ付け加えるとすれば、2013 年には 2020 年の東京オリンピック・パラ
リンピックの開催が決定し、スポーツに対する注目がさらに集まっていた時期と言えよう。
　このように 2010 年頃から全国的にスポーツに対する機運は高まっていたと考えられ、佐
野市も実際例外ではなかった。当時のスポーツ振興課体育係長の矢澤裕之氏（現界地区公
民館館長）は、
　「スポーツ観光として何がいいのか当時色々協議した。ありふれたスポーツをやっても他
の市にかなわない。それだったらクリケットがいいだろうと。岡部正英市長には世界では
サッカーに次ぐ競技人口 2 位のスポーツだと紹介、それはおもしろそうだと。だったらま
ずは佐野市の人にクリケットを知ってもらおうということで最初中学校に出向き総合学習
の中でクリケット体験会を実施した。これが佐野市におけるクリケットの最初だった」
　これをきっかけに中学校、そして小学校にも広がっていき、やがてチームが出来るよう
になってきた。ただ、そこまで広がるまでには数年という年月が費やされることとなった。
子どもたちには「目新しさがウケたのでは」とは矢澤氏の見解だが、地道な活動が数年続
くこととなった。

　3．キーパーソンの 1人、岡部正英佐野市長
　佐野市長である岡部正英氏は 2005 年より現職、現在 4 期目となる。地元栃木県佐野市の
出身で、学生時代は陸上競技中長距離走者として活躍、1500 メートル競走高校日本記録を
樹立するなど本人もスポーツマンである。詳しくは後述するが、｢クリケットのまち佐野｣
サポータークラブの初代会長に就任した島田嘉内氏も慶應大学在学中、箱根駅伝のエース
区間を走ったという脚力の持ち主だった。佐野市という決して大きくない市ではあるが要
人に元々スポーツの価値を理解出来る人材が多かったこともクリケットが受け入れられた
要因の一つかもしれない。
　しかし、全てが順調に進んだわけではない。一番の障壁はクリケットの知名度のなさだっ
た。新鮮、目新しいということと表裏一体の部分でもあり、当然のごとくクリケットを知
らない人に説明するのに時間もかかれば理解を求めるにも一定のハードルは存在する。市
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会議員（以下議員）に対しても例外ではなく、最初市議会でクリケットの話が出た時、「ク
リケットって何だ？」「そんなマイナーなスポーツやったって仕方がない」などとネガティ
ブな発言が多数あったようだ。しかし、そんな中でも何人の議員の地元の小学校でやって
いる、そのうちチームが出来たということを聞くようになり少しずつ議員も興味を示すよ
うになった。チームが増えクリケットの大会が開催されるようになると、そこに議員を招
待し実際に現場を見てもらうチャンスを作っていったことも大きかった。その結果、過半
数を超える議員がクリケットの賛成派となった。
　岡部市長も、

「最初は議会での説明に苦労した。しかし、クリケットの支持者である教育関係者、そして
企業の方々、サポータークラブのメンバーなど皆が一生懸命やってくれた。いわゆるトッ
プダウンではなくボトムアップ。これからの行政は民間の力を借りないと何もできない時
代になっている」
と述べているように、まずは地域住民がそのスポーツを受け入れているかどうか、受け入
れてもらうためにはどうすればいいかを競技関係者は考えるべきだし、行政サイドもいか
に地域住民の心の火を灯すかが大事である。時間はかかるかもしれないがその精神は必要
ではないだろうか。

Ⅳ．佐野市における「クリケット」の評価
　クリケットという競技は先述したようにまず知名度が残念ながら低く行政のスポーツを
担う部署の者でさえ、「名前は聞いたことはあるが見たこともないしルールも知らない」と
いう状態が日本の現状なのは事実と言えるし佐野市においても例外ではなかった。しかし
その中でクリケットが佐野市の市民に受け入れられ、活動が広がり普及していったのには
キーワードがいくつかあることをここで述べておく。
　まずは「国際交流」「経済交流」である。クリケットは競技人口が世界第 2 位と言われて
いることは先述した通りである。このことは日本ではまだまだマイナースポーツと言えど
も今後広がりが出るのでは、という期待感を皆に抱かせる。しかも、すでにそれだけの競
技人口が世界中にいるということは、国際大会でもやろうものならクリケットが盛んな世
界各国から多くのインバウンド（訪日外国人）を佐野市に迎えることができると容易に想
像できる。そうなれば、経済的にも活性化されそのうえ人的交流も自然と行なわれ、英語
を活用した教育的交流も可能と言えるだろう。さらには地元商工会議所も絡めた企業間交
流の可能性も広がる。
　次にアイデンティティ、いわゆる「他エリアとの差別化」である。まちづくりやまちお
こしの題材にスポーツを用いる地域は佐野市に限らず数多く見られる。しかし、そういう
ところはどちらかと言えばプロリーグのあるメジャースポーツであったりプロスポーツ
チーム自体の設立であったりすることが多く、同じことを佐野市が取り組んでも後発でし
かも市の独自性が出しにくい。市のアンデンティティを明確にし、市民にロイヤリティを
感じてもらうためには他所でやっていない、目新しい新鮮なスポーツ、競技が必要である
と言える。そのためにはクリケットはうってつけだった。
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　最後に「マンパワー」だ。どんなに素晴らしいスポーツであったとしても、それを伝え
ていく熱意があるリーダーがいないことにはスポーツは広がっていかない。先述した「地
域活性化社会システム論講演」での宮地事務局長の言葉を引用しよう。
　「佐野のクリケットの町づくりということでまずは、クリケットを知ってもらわないとい
けない、どんなスポーツか体験してもらいたいということで、体験会、学校訪問を中心と
する、いろんな地域の祭りであったりとか、いろんなところにできるだけ露出していきな
がら、体験してもらうと」
　体験会と一言で言ってしまえば終わる言葉だが、根気と熱意がないと出来ない取り組み
であり、その取り組みを実際に進めていくにはそのパワーを持つ人材がまず必要であるが、
それだけでは地域は動かない。その地域でのキーパーソンの方々にまずその競技、クリケッ
トをいかに知ってもらい、そしていかに町づくりに役立つかを認識してもらう必要がある。
ポイントとしては市長、そして地元企業、商工会議所の役員がそれにあたる。どんな素晴
らしい競技であったとしても認知されなければ永久に実施されることはない。それぞれが
ネットワークを構築しアンテナを張りながら町づくりを進めた結果が今日の佐野市につな
がっていると考えられる。
　前述した当時の市スポーツ振興課矢澤体育係長は「宮地さんがこれだけ熱心に活動して
くれているのであればオレ達もひと肌脱がないと！と思わせた」と当時を振り返る。そし
てそれが子ども達にクリケットという興味を持たせ、行政の担当者の心も動かし、ついに
は地域をも動かすこととなる。｢クリケットのまち佐野｣ サポータークラブの発足である。

Ⅴ　｢クリケットのまち佐野｣ サポータークラブの概要
　2011 年 12 月、佐野商工会議所で ｢クリケットのまち佐野｣ サポータークラブの発会式
が行われた。このクラブは、NPO 法人日本クリケット協会佐野支部（当時）が、佐野商工
会議所や地元企業で構成する ｢クリケットのまち佐野｣ 推進委員会を組織して設立され、
クリケット競技の普及や指導、国内外への PR 活動を行い、将来は、佐野市への国際大会
誘致をはじめ、市の国際化や経済活性化、青少年の健全育成を目指していくことも目標と
する。推進委員長（当時）である島田嘉内氏は創業延宝元年（1673 年）と約 330 年余りも
の歴史を持つ、栃木県内最古の蔵元である第一酒造の会長でもある。このことからみても
クリケットが佐野という地域でこの数年の草の根活動が浸透しすでに少しずつ成果を出し
ていることが分かるのではないだろうか。ちなみにこの発会式には来賓としてクリケット
強豪国のパキスタン大使も出席していて、この年は試合も含めて何度も佐野を訪れている。
このこともサポータークラブの会員はもちろん佐野市民が国際化をリアルに目の当たりに
することが出来、地域へのインパクトも大きかったと推測できる。
　発会式での島田嘉内氏の挨拶をここに掲載する。この挨拶がクリケットに対する市民の
期待、思いを明確に表していると考えられる。
　『「クリケットのまち佐野」サポータークラブは、クリケットのスポーツとしての価値（ク
リケットの精神、運動能力の向上、社会性の育成）を尊重し、佐野市を元気にするまちづ
くり素材としてクリケットを取り上げ、市民に愛される地域スポーツに育て、国内外との
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交流を図ることで佐野市の活性化を推進する活動を展開します。これから、みなさんと一
緒になって「クリケットのまち佐野」を作り上げ、佐野市を盛り上げていきたいと思いま
す。皆さんのご入会を心よりお待ちしております。』
　サポータークラブでは定期的に会合を開いている。だが自ら独立して活動するというよ
りも協会の取り組みをサポートしていくという体制をとっているのが現状だ。
　日本クリケット協会によればサポータークラブ発会以降、法人会員数、法人口数ともに
若干の増減はみられるが順調に右肩上がりで増加している（図２）。法人会員数は 7 年間で
約 2 倍に増加したが口数を見てみると 3 倍以上にもなる。ここからも佐野市におけるクリ
ケットの浸透具合を図ることが出来る。しかし、一口会費が設立当初は 6 万円で、2014 年
より 3 分の 1 の 2 万円に値下げしていることから会費収入という面では 7 年間で 3.6％増に
とどまっている。佐野商工会議所の会員数は約 2,000（2015 年 4 月現在）ありそのうちの
約 6 割が市内企業と言われているので、サポータークラブへの入会率は 5.7％となる。まだ
まだ増加させることが出来る余地を残している。
　同じく日本クリケット協会からの情報によれば法人会員数や法人口数は順調に伸びてい
るが、個人会員も含めたトータル収入でみると、伸び率はこの 7 年で 1％程度とほぼ横ば
いとなっていることが分かる（図 3）。理由としては口数で見れば法人と個人を足して約 3
倍に増加しているものの、一口あたりの会費が約 3 分の 1 になっていてその結果増減がほ
ぼないということになっている。
　しかし、このサポータークラブが佐野市においてクリケット普及のための文字通り「強
力なサポーター」になったのはもちろん間違いないことだしそれは金銭的な部分でも貢献
したことは明白だが、それ以上にクリケットが市民に受け入れられた証拠となり行政を動
かす原動力になったと言える。今後法人会員、個人会員ともさらなる増加、発展に期待し

写真２　サポータークラブ発会式の様子（佐野市公式サイト９）より）
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たい。

Ⅵ　佐野市の取り組みと予算状況
　佐野市は 2014 年 3 月に「佐野市スポーツ立市推進基本計画」10）を発表した。その中に書
かれてあるが、その背景として 2006 年に制定された「観光立国推進基本法」や 2010 年に
策定された「スポーツ立国戦略」があり、さらには 2011 年に制定された「スポーツ基本
法」などこの時期は日本においてスポーツの位置づけが大きく変換されようとしているタ
イミングであった。2013 年にはオリンピック・パラリンピックの 2020 年東京開催が決定

図２　「クリケットのまち佐野」サポータークラブ　法人会員数推移

図３　「クリケットのまち佐野」サポータークラブ　会費合計
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しさらに拍車をかけることとなった。スポーツを活用しての町づくりを模索するにはちょ
うどいい時期だったのかもしれない。もちろんクリケットも本文中に基本施策 4 として書
かれてあり、「国際的なツーリズムの推進に期待」とある。
　佐野市が 2015 年（平成 27 年）に発行した「平成 26 年決算に関する説明書」11）を見ると
2014 年度にスポーツツーリズムパイオニア事業費として「東アジア太平洋地域女子クリ
ケット選手権 2014 佐野」を計上していたことが分かる。これは他の事業とまとめて一式と
いう書き方をしているので正確な予算額は不明だがトータル３つのイベント事業合わせて
約 94 万円となっている。佐野市におけるクリケット関連での目立った予算計上はこれが初
めてである。
　佐野市ではこの年からクリケットに関する予算が毎年計上されることになった。翌年の
2015 年にはさらに規模は拡大され、のちに国際クリケット場として整備される旧田沼高校
クリケット等球技場の設備整備事業費として約 580 万円を計上、さらには第二次佐野市訪
英団派遣事業費として約 240 万円を計上した。実際に市長含め地元スポーツ・経済団体関
係者がその年の 9 月に英国へ訪問、佐野市とクリケットの関係は一層強固なものとなって
いった（写真 3）。
　参考までに記すと、2016 年にはいよいよ国際クリケット場という名称が初めて登場しそ
の整備事業費として約 870 万円が計上されている。これは練習用ピッチの舗装工事がメイ
ンの事業となっているのでまだ大掛かりな全体工事というところまでは進んでいない。し
かし、「クリケットのまち推進事業費」もこの年に初登場、さらに約 500 万円計上され、施
設というハードの整備だけでなく、地方創生推進交付金を活用し、クリケットのまちづく
りを推進するためにクリケット競技の国内外のマーケット調査を実施するところまで話が

写真３　広報さの　2015 年（平成 27 年）11 月号より 12）
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進んだ。この 2016 年という年は佐野市とクリケットにとって大きなターニングポイントに
なったと言えるのではないだろうか。

　図 4 は佐野市が公表している「決算に関する説明書」を筆者が抜粋したものである。明
らかにクリケットのためのものであると明確になっている項目のみを記しているのであく
まで参考として見ていただきたい。なお、2018 年分は 2019 年 8 月末現在で決算額は未公
表だったので予算案額を掲載した。2019 年も年度途中のためあくまで予算案での額とな
る。
　2017 年に予算が急激に増加したのは国の地方創生推進交付金を活用したことが大きな
要因であり、それは佐野市が「クリケットを用いたまちづくり」に本気になった証明と言
えよう。この年はトータルで 5 億円近い予算がクリケットに対し組まれたことになる。そ
の交付金を除いたとしても毎年確実にクリケットに係る予算額は上昇しているという結果
となる。

Ⅶ．さらに発展した佐野市での取り組み
　1．日本初の国際クリケット場新設
　2018 年 3 月、佐野市国際クリケット場において竣工式が行われ、参列した市関係者や報
道機関に真新しいグラウンドが披露された。国内初の国際規格を満たしたクリケット専用
グラウンドの誕生である。そして同年 9 月下旬の 2 日間で「サマーピクニック＆クリケッ
ト in 佐野」がこけら落としイベントとして開催された 13）。日本代表と各国選抜チームの対
抗戦「第１回エンバシーカップ」をはじめ、グランピングによる試合観戦やクリケット体
験、参加各国のキッチンカー出店などさまざまなイベントが行われ、多くの家族連れなど
でにぎわった。エンバシーカップは日本代表のほか、英国やインド、ニュージーランドと

図４　佐野市におけるクリケット関連予算
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オーストラリア合同など８カ国の各大使館を中心とした選抜７チームの計８チームが参加
した（写真 4）。

　佐野市国際クリケット場は、日本で唯一国際基準を満たすクリケット専用グラウンドと
して、佐野市が栃木県から譲与を受けた栃木県立田沼高校の校庭 3.4 ヘクタールに全面天
然芝の国際競技場として整備された。このグラウンドは男子が 1 面、女子は 2 面および約
500 人収容の観客スタンド、夜間照明付きの練習場などが設置されていて国際大会が開催
できる広さをもつ。2017 年に本格始動した「『クリケットタウン佐野』創造プロジェクト」
の一環で、同年予算として約 4.2 億円をかけ整備された。佐野市では佐野市国際クリケッ
ト場と命名する条例が 2016 年に制定されている。
　2017 年に発表された『平成 29 年度「クリケットタウン佐野」創造プロジェクト地方創
生推進交付金（第 1 回）実施計画（抜粋）及び事業進捗状況』15）によると、「クリケットタ
ウン佐野」創造プロジェクトとは、国の地方創生推進交付金を活用したプロジェクトであ
り、2017 年 7 月から 2021 年 3 月までの 3 年 9 か月を事業期間として計画している。旧田
沼高校の跡地を活用し、地方創生推進交付金及び拠点整備交付金を活用することで、世界
中に多くの競技者、ファンが存在する「クリケット」をインバウンド誘客のコンテンツと
して利用し、これに関心を持つ人を増やし、（中略）国際大会が開催可能となる国際規格を
満たした施設を整備することで、日本初かつ唯一の国際クリケット場とし、競技者や観戦
者を本施設一カ所に集中させ、その集客波及効果により地域の稼ぐ力を発揮させることを
目的とすると書かれている。さらには、また、クリケットの国際大会等の実施で集客交流
効果が見込まれるほか、市民レベルでクリケットへの関心が高まり応援することによる地
域コミュニティの再生、日本における「クリケットの聖地」としての地域アイデンティティ
の確立、地域特産品等の販売を通じた情報発信、鉄道を利用した観客が商店街を訪れて商

写真 4　�「サマーピクニック＆クリケット in 佐野」の様子（日本クリケット協会サイト 14）

より）
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工業が活性化するなど、スポーツビジネスとして地域経済、住民生活等への波及効果を高
めていくための事業である、とも書かれており、佐野市はクリケットを単なるスポーツと
位置付けず、そして佐野国際クリケット場を単なるグランドと考えず、これらを活用して
の地域創生、町おこしに多大な期待をもっていることがこれらから読み取れる。
　2018 年 10 月に発表された「第２次佐野市スポーツ立市推進基本計画」16）にも基本施策の
一つとして「クリケットタウン佐野の推進」が書かれている（表 1）。参考までに掲載して
おく。

　そのスポーツ立市推進基本計画には、基本的な考え方として 「クリケットタウン佐野」
創造プロジェクトは、単にスポーツ振興を目的とするのではなく、スポーツをまちづくり
の原動力として『地方創生』と『エリアマネジメント＊３』の実現を目的とするものである

表１　第２次　佐野市スポーツ立市推進基本計画より抜粋
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とも書かれている。このプロジェクトはこれらからも単なるクリケットというスポーツの
普及という観点ではなく、あくまでクリケットを用いて佐野市のアイデンティティとして
確立させ、佐野市における地方創生を作り上げていくという考えであることが分かる。

　2．「クリケットタウン佐野」創造プロジェクトの展開 17）-19）

　｢クリケットタウン佐野創造プロジェクト｣として柱が大きく 2 つある。一つはすでに述
べた佐野国際クリケット場の新設と活用、そしてもう一つが「クリケットタウン佐野」創
造プロジェクトマネジャーの外部からの人材登用である。このプロジェクトは先述したよ
うに 2017 年の国の地方創生推進交付金の事業に採択され、2018 年度から本格的にスター
トした。プロジェクトマネジャーはその事業の推進役として、クリケットを核にした地域
活性化や、住民主体のエリアマネジメントを担うというミッションのもと公募されたが、
その公募内容がユニークでそれも佐野市の意欲の表れと言える。その一つが破格の報酬で

「年収 1200 万円」が提示され話題を呼んだ。マネジメント経験３年以上、ビジネスレベル
の英会話など厳しい応募条件ではあったが国内外から 20 ～ 60 代の計 285 人の応募があり、
書類選考や面接などを経て都市再生機構（UR）出身の秋山仁雄氏が就任することになっ
た。今後、プロモーションやイベントの開催など、クリケットによる地方創生の旗振り役
を担っていくことになった。
　ここで今後の佐野市の命運を握るプロジェクトマネジャーに就任した秋山氏にスポット
をあててみたい。
　昭和 45 年、東京都生まれで東京大学法学部を卒業後、都市再生機構に入り主に地域都市
開発に従事してきたが、その中で佐野プレミアム・アウトレットやバスターミナルなどの
佐野新都市開発を担当するなど地の利がありそこは優位と言えるだろう。同職員を退職し、
2018 年７月１日より佐野市が進める「クリケットタウン佐野」創造プロジェクトの中心的
役割を担う『地域価値創造マネジャー』に専念することになった。
　市はクリケットの競技環境を整えて、イベントや学校授業などを通じての市民参加を目
指している。またワールドカップ予選など国内外の大会の誘致も行い、クリケットが盛ん
な海外からの誘客を図って経済の活性化にもつなげたい考えだ。その中でプロジェクトマ
ネジャーは事業の推進役として、クリケットを核にした地域活性化や、住民主体のエリア
マネジメントを担う。
　「全国的にも例の少ない、先進的で意欲的な事業に携わることになり、大変光栄に感じて
いる」
と秋山氏は話す。契約期間は 2020 年度末までで、その後は自立した事業運営を求められて
いる。

Ⅷ．まとめ
　2019 年 6 月に佐野市国際クリケット場にて「U19 ワールドカップ東アジア太平洋予選」
が開催され、日本代表は本大会を無敗で優勝した 20）。その結果 2020 年 1 月から南アフリ
カにて開催され 16 チームが参加するワールドカップへ出場することが決定した。その日本
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代表 14 選手のうち、佐野市内在住の選手が学悠館高校２年野口柊（しゅう）君（16）、佐
野松桜高校１年須藤（すとう）零士君（16）、佐野東高校１年高橋和雅君（15）の３選手が
メンバーとして登録されている。U19 日本代表はこれまで、国際大会で 1 勝しか出来てい
なかった。しかし近年日本クリケット協会が力を入れ始めた「クリケットブラスト」プロ
グラムがジュニア選手の育成として成果を出し始めた。今回の代表選手のほとんどは、こ
のプログラム出身となっており、既出の 3 名含め今回の結果に結びついたと考えられる。
　このことについて、岡部市長はメディアを通して「クリケットによるまちづくりを進め
る本市にとって大変な朗報。経験を日本のレベルアップにつなげてほしい」とコメントし
ているように、代表チームの活躍が市のまちづくりにつながる可能性は大きいと想像でき
る。参考までに日本クリケット協会によると、日本代表のＷ杯出場はフル代表、年代別、
男女を問わず初めてとなる。先述したように地域への貢献や事業が進む中、強化も少しず
つ進みつつあり結果も出てきていると言える。
　「クリケットのまち佐野」プロジェクトが始まって 10 年がたち、クリケットを核として

“稼げるまちづくり”を目指す「クリケットタウン佐野」創造プロジェクトも佐野市はス
タートさせた。2017 年、誘客策や地域と連携したサービス業などのビジネスプランを担う
同マネジャーも採用、今後さらなる発展を遂げようとしている。岡部市長の言葉を借りれ
ば「クリケットの普及、町づくりもようやく基礎が出来たという状態。『両毛（りょうも
う）の谷間』と言われた佐野市もようやく平らになってきた」というのが今であると言え
る。この流れに続けとばかり全国の各エリアにてクリケットの普及をまちづくりにつなげ
ようという動きが活発化しており、関西エリアでは 2018 年 1 月に貝塚市と日本クリケット
協会及び近畿クリケット協会がクリケットを活用した特色あるまちづくりと地域の活性化
に向けて、連携協定を締結し取り組みをすでにスタートさせている。この協定を契機とし
て、貝塚市を西日本最大のクリケット拠点とすべく、国内外におけるクリケットに係る情
報交換、市域におけるクリケットの普及促進、国際交流、クリケット場整備などを進める
ことになった。佐野市の事例がこの貝塚市をはじめ他エリアにどこまで汎用性をもって広
げていけるのか、注目していきたい。
　さらに言えば、この佐野市の取り組みがその他の日本におけるマイナースポーツの普及
活動のベンチマークにならないだろうか。よく聞かれる言葉だが、「その競技を実際にプ
レーしてもらえたら面白さが分かる」とマイナースポーツであればあるほど競技の特色の
みを全面に打ち出した活動をしがちだ。もちろん、それも間違ってはいないのであろうが、
それよりもまずは地域を絞り込み、熱心に活動を徹底していける人材の確保や行政との連
携、企業との協力体制など形を作っていくことはさらに重要と考える。集中と選択を実際
に普及と強化という目に見える形で結果を出し始めた日本のクリケット界をぜひ参考にし
てもらいたい。

注記
１）MICE
Meeting（会議・研修・セミナー）、Incentive tour（報奨・招待旅行）、Convention または Conference
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（大会・学会・国際会議）、Exhibition（展示会）の頭文字であり、多くの集客交流が見込めるビジネ
スイベントの総称

２）スポーツ推進委員
スポーツ基本法第 32 条に基づき、市町村または市町村教育委員会が委嘱する非常勤の委員で旧体育指
導員のこと。スポーツの推進のための事業の実施に係る連絡調整、住民に対するスポーツの実技指導、
スポーツに関する指導・助言を行う。

３）エリアマネジメント
特定の地域（エリア）を単位に、民間が主体となって、まちづくりや地域経営（マネジメント）を積
極的に行おうという取組みのこと。現在、民間主導のまちづくり、官民協働型のまちづくりへの期待
から、大都市の都心部、地方都市の商業地、郊外の住宅地など、全国各地でエリアマネジメントの取
組みが実践されている。
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